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（2）

新
年
明
け
ま
ー
て

お
め
で
と
う
ご
や
、
い
ざ
7

新
春
を
迎
え
皆
様
方
に
は
お
健
や
か
に
お
す
ご
し
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
昭
和
か
ら
平
成
と
な
り
、
政
治
・
社
会
等
の
国
内
情
勢
も
皮

勤
し
、
又
、
せ
界
情
勢
に
お
い
て
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
経
済
活
動
等
、
激

動
の
一
年
間
で
、
日
本
に
対
す
る
関
心
が
よ
り
強
く
な
り
、
一
層
の
国
際

協
力
を
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
様
な
情
勢
の
中
で
地
域
社
会
で
は
、
豊
か
な
住
民
生
活
の
向
上
を

目
ざ
し
て
2
1
せ
紀
に
向
か
っ
て
の
高
齢
者
社
会
問
題
、
村
お
こ
し
、
心
の

ふ
れ
あ
う
ふ
る
さ
と
創
り
等
々
多
様
化
す
る
諸
問
題
に
対
し
新
し
い
感
覚

で
の
創
意
工
夫
と
努
力
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
は
い
よ
い
よ
「
と
び
う
め
国
体
」
　
の
漕
艇
競
技
が
遠
賀
川
漕
艇
場

で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
大
会
を
契
機
と
∴
∵
た
し
ま
し
て
、
遠
賀
町

が
一
段
と
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
行
政
を
進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

諸
事
業
の
遂
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
深
謀
遠
慮
を
心
が
け
職
員
一
同

と
全
力
を
傾
注
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
の
御
協
力
、
御
支

援
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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今年は午年

（3）

終
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
益
々
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
∴
∵
た
し
ま
す
。

平
成
二
年
元
旦

遠
賀
町
長

高
山
和
幸

平
成

二
年
は
午
年
で
す
。
馬
は

人
間
と
意
思
の
か
よ
う
家

番
と
し
て
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
利
口
な
動
物
と
い
う
わ
け

です。で
も
、
最
近
は
、
馬
を
見
か
け
ろ

こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
八
万

二
千
頭
　
－
　
こ
れ
は
、
日
本
で
飼
わ

れ
て
い
る
馬
の
一
番
最
近
の
数
で
す

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
乗
馬
用
で
、
農
耕

馬
、
ぽ
ん
馬
（
荷
を
引
か
せ
る
馬
）

な
ど
は
少
数
派
で
す
。
ち
な
み
に
牛

は
、
肉
牛
、
乳
牛
を
中
心
に
約
四
百

七
十
万
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
類
が
馬
を
家
畜
と
し
て
飼
い
始

め
た
の
は
、
牛
よ
り
も
遅
く
、
紀
元

前
四
千
年
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
日
ま
で
、
連
銀
用
。

農
耕
用
、
乗
馬
属
は
も
ち
ろ
ん
、
戦

雨
に
な
る
」
と
い
う
地
域
が
あ
る
か

と
思
え
ば
、
一
方
で
は
「
雨
に
な
る
」

の
で
な
く
「
晴
れ
る
」
と
、
反
対
の

争
や
狩
猟
に
も
馬

は
登
場
し
ま
す
。

こ
え
ノ
し
た

馬
と
人
間
と
の
密

接
な
間
柄
を
反
映

し
て
、
馬
に
つ
い

と
と
b
t

て
の
諺
や
漢
字
が

豊
富
で
す
。

「
馬
が
い
な
な

く
と
、
天
気
が
よ

く
な
る
」
と
か
、

「
馬
が
は
ね
る
と

意
味
を
言
う
地
方
も
あ
り
ま
す
。
馬

と
人
間
と
の
関
係
そ
の
地
域
の
気
候

条
件
な
ど
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
し

ょ
，
フ
o

馬
偏

の
つ
く

文
字
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
駅
、
駐
車
揚

な
ど
は
現
代
で
も

重
要
な
交
通
用
語

で
す
。
か
つ
て
、

馬
が
活
躍
し
た
時

代
が
し
の
ば
れ
ま

す。

「
驚
」
は
、
馬

が
前
足
を
上
げ
て

後
ろ
足
で
立
ち
、
上
向
く
意
味
で
、

驚
い
た
と
き
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
に

な
り
ま
す
。
「
謹
」
は
馬
が
た
く
さ
ん

寄
り
集
ま
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
「
騒

が
し
い
」
の
憲
味
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
初
も
う
で
や
合
格
祈

願
に
奉
納
す
る
絵
馬
は
、
も
と
は
神

社
や
寺
に
馬
を
奉
納
す
る
代
わ
り
に

馬
の
絵
を
書
い
た
の
か
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、
馬
力
ア
ッ
プ
し

て
大
い
に
頑
張
り
ま
す
か
、
そ
れ
と

も
馬
耳
東
風
…
…
マ
イ
ペ
ー
ス
で
の

ん
び
り
い
き
ま
す
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
ウ
マ
く
乗
り
切
り
た
い
も
の

です。



りな話

すれは
って来ますよ！
月から受け付けています

英一さんちょっと

観却 ∴　二＿二三＝∴ 

、畑 ��� ������亭 
∴．∴ � � � 

鰹日　月璃醜擬態議㍊‾、蕊言 ���������∴∴： 
鯛牧最 

、al ○〃ii：1∴一一∴ �� � � � � 

三　組 ��� � �∴一一∴ �� � 

（4）明　子生かされるあなたの町に税金が　適補中学校　3年i善

マ
イ
ホ
ー
ム
を

建
て
た
な
ら

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
し
た
り
、
増
改
築
な
ど

を
し
た
と
さ
に
は
、
確
定
申
告
を
す
れ

ば
、
入
居
し
た
年
か
ら
五
年
間
、
住
宅

取
得
等
特
別
聖
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、

一
年
目
に
確
定
申
告
を
す
る
と
二
年
目

か
ら
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ

ます。
●
控
除
額
の
計
算
は

隊
的
O
I
Y
脊
柱
e
u
同
曲
註
留
め

e
槍
州
選
種
（
類
義
～
．
〇
号
割
田
）
×

一
課
＝
唾
哩
璧
無
理
監
意
義
講

最
高
二
〇
万
円
ま
で
で
す
。
（
所
得

税
額
か
ら
の
控
除
）

●
控
除
を
受
け
ら
れ
る
要
件
は

①
住
宅
取
得
後
六
か
月
以
内
に
入
居
し

引
き
続
い
て
居
住
し
て
い
る
こ
と

住
宅
の
所
有
者
が
単
身
赴
任
な
ど
で

そ
の
家
族
の
万
だ
け
が
住
ん
で
い
る
場

合
に
は
、
申
告
時
に
そ
の
旨
を
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

③
住
宅
の
床
面
積
が
四
〇
㍍
以
上
で
あ

る
こ
・
こ

③
整
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金
額
が
、

三
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

④
住
み
始
め
た
年
と
そ
の
年
の
前
後
二

年
内
に
、
居
住
用
財
産
の
懇
渡
所
得
の

特
別
整
除
や
買
換
え
（
交
換
）
な
ど
の

課
税
の
特
例
を
受
け
て
い
な
い
か
、
ま

た
は
受
け
な
い
こ
と

⑤
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
い
る

こ
と
、
建
設
業
者
な
ど
か
ら
購
入
し
た

場
合
の
債
務
を
賦
払
い
の
方
法
で
支
払

っ
て
い
る
こ
と

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
問
が
十

年
以
上
で
、
し
か
も
月
賦
の
よ
う
に
分

割
し
て
返
済
す
る
こ
と

⑦
中
古
住
宅
の
場
合
は
、
さ
ら
に
、
築

十
年
以
内
の
建
物
で
、
使
用
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
こ
と

⑨
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
さ
ら
に
、

工
事
費
用
が
二
百
万
円
を
超
え
る
増
築

改
築
、
大
規
模
な
修
繕
で
あ
る
こ
と

●
必
要
な
添
付
書
類
は

①
住
民
票
の
写
し

一
三
人
が
単
身
赴
任
で

不
在
で
も
O
K
お
の
ね
／

③
登
記
簿
謄
本
、
請
負
契
約
書
や
売
買

契
約
書
な
ど
、
建
物
の
取
得
年
月
日
・

床
面
積
・
価
格
な
ど
を
示
し
た
書
類

⑧
住
宅
取
得
資
金
等
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書

④
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
さ
ら
に
、

建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
検
査
済
証

の
写
し
、
ま
た
は
建
築
士
か
ら
交
付
を

受
け
た
増
改
築
等
工
事
証
明
書

⑤
源
泉
票
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
）

医
療
費
を
支
払
っ
た

と
き
は

病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費

を
支
払
っ
た
場
合
、
確
定
申
告
を
す
れ

ば
医
濫
費
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

医
療
費
と
は
、
診
療
や
治
猿
な
ど
を

受
け
ろ
た
め
に
直
接
必
要
な
費
用
で
、

診
療
費
、
薬
品
代
、
入
院
費
な
ど
の
ほ

か
に
、
看
護
料
や
分
べ
ん
介
助
料
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
美
容
整
形
や
健
康
診
断
の

費
用
、
健
康
増
進
の
た
め
の
ビ
タ
ミ
ン

剤
な
ど
の
購
入
費
用
は
、
医
療
費
に
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

●
控
除
額
の
計
算
は

（
＞
）
か
憾
「
汁
闇
鵠
魅
＝
細
論
甘
｛
白

糾
榛
0
村
岡
勘
魅
e
詣
靭
i
⊥
湘
蕩

ゆ
亀
住
d
蓋
ペ
ト
仰
ぎ
神
妙
窮

（
0
0
）
一
〇
日
田
押
詰
高
向
S
軸
心
8
割

増
的
勤
e
小
輩
田
e
鋤
き
9
．
付

録
o
宵
や
亀
へ
一
両
小
e
帥
輸

闘
鶏
精
確
菊
田
＝
（
＞
）
－
（
P
）

最
高
二
百
万
円
ま
で
で
す
。
（
所
得

金
額
か
ら
の
控
除
）

●
必
要
な
添
付
書
類
は

①
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

⑧
保
険
な
ど
で
補
で
ん
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
書
類

⑥
源
泉
票
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
）

災
害
や
盗
難
に

あ
っ
た
ら

火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
や
盗
難

な
ど
で
、
住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け

た
り
、
や
む
を
え
な
い
支
出
を
し
た
場

合
に
は
、
雑
損
望
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

●
控
除
額
の
計
算
は

（
＞
）
塑
聯
輔
－
剖
論
ゆ
勤
〇
一
〇
求

（
0
0
）
撞
鴨
鍋
e
u
的
漆
調
田
鶴
畑

睡
9
秒
劉
－
単
軸
日

誌
鵜
隠
蔀
＝
（
＞
）
営
（
口
）
〇
一
一
巧

さ
営
㊦
一
一
両
u
S
勝
野

（
所
得
金
額
か
ら
の
控
除
）

●
必
要
な
添
付
書
類
は

④
被
害
額
を
示
し
た
、
消
防
署
、
警
察

署
な
ど
の
証
明
書

③
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
書
類

⑧
源
泉
票
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
）

●
群
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

若
松
税
務
署
＄
（
7
6
1
）
2
5
3
6

ま
た
は
役
場
税
務
課
秘
（
2
9
3
）
1

2
3
4
へ
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（5）　　　生きているあなたの税がすぐそこで　道鵬中学佼　2年横　道　佳　代

民
生
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に
よ
り

功
労
者
に
感
謝
状
を
授
与

◎
民
生
児
童
委
員
と
し
て
六
年
以
上

在
職
さ
れ
た
方
に
、
厚
生
大
臣
虚

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
け
ら
れ
た
の
は
左
記
の
方
々
で

す。o
若
　
松
　
田
原
政
義

e
広
　
漠
　
原
田
善
人

。
鬼
　
津
　
竹
森
　
保

。
尾
　
崎
　
門
司
　
磐

o
上
別
府
　
石
松
金
得

◎
民
生
児
童
委
員
と
し
て
一
－
一
年
以
上

在
職
さ
れ
た
方
に
、
県
知
事
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
け
ら
れ
た
の
は
左
記
の
方
で

す。。
上
別
府
　
石
松
文
江

◎
民
生
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に
よ

り
、
十
二
月
－
日
を
も
っ
て
、
左
記

民
生
児
童
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

氏
　
名

●
矢
野
　
英
利

●
井
口
　
　
充

●
廣
田
　
常
喜

●
秦
　
　
公
議

●
内
田
千
代
子

●
山
下
　
和
昭

●
松
尾
　
福
治

●
柴
田
　
泰
子

●
織
田
　
静
子

●
久
保
　
　
敏

●
吉
光
　
浪
子

●
木
村
　
廣
夫

●
大
場
　
房
江

●
徳
王
　
昭
利

●
木
村
　
　
巣

●
石
松
　
幸
子

●
岩
村
　
武
男

●
水
谷
美
津
恵

●
高
崎
　
　
崇

●
古
賀
　
美
光

●
吉
村
　
照
子

●
山
本
　
辰
雄

●
石
田
ハ
ツ
子

区
　
名

島
津
・
若
松

鬼
　
　
　
津

尾
　
　
　
崎

別
　
　
　
府

別
　
　
　
府

田
　
　
　
園

松
　
の
　
本

今
　
古
　
賀

遠
　
賀
　
川

中
　
　
　
央

新
　
　
　
町

日
　
　
　
　
亭

密
青
空
駐
車
が
原
因
で
被
害
が

さ
ら
は
大
き
く
〃

寒
く
な
っ
た
せ
い
か
、
こ
の
時
期
、

郡
内
で
は
火
災
の
発
生
が
急
増
し
て
い

ます。消
防
署
で
は
、
火
災
現
場
に
一
分
一

秒
で
も
早
く
到
着
す
る
よ
う
に
万
全
の

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
狭
い
道
路
や
消
火
栓

付
近
に
青
空
駐
車
す
る
車
両
が
多
く
、

火
災
の
際
消
防
車
の
到
着
が
遅
れ
、
消

火
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
ず
板
書
を

大
き
く
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
／
次
の
こ
と

に
注
意
し
、
消
火
活
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

用
　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
付
近
に
、

青
空
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

㈲
　
狭
い
道
路
や
路
地
の
出
入
口
付
近

に
は
、
駐
車
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よーフ。

皆
さ
ん
の
心
が
け
が
消
防
車
を
一
刻

も
早
く
現
場
に
到
着
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

火
災
・
救
急
件
数
（
Ⅱ
月
中
）

圏
開
閉
閥
幽
閉
圏

河
中
　
指
昌
運

大
木
も
巨
岩
も
軽
が
る
崩
し
ゆ
く
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
の
動
き
を
見
て
い
ろ

吉
開

花
吹
雪
と
紛
う
ば
か
り
に
限
り
な
し
も

み
じ
薬
舞
い
つ
つ
渓
流
に
散
る

伊
藤
ア
キ
コ

熟
れ
初
め
し
遠
賀
の
稲
を
揺
ら
し
つ
つ

吹
き
ゆ
く
風
の
通
解
ら
け
し白

石

一

夫

忘
れ
ゆ
く
子
供
の
煙
草
を
ふ
と
吸
い
て

小
春
日
の
空
に
高
く
ふ
か
し
ぬ

河
原
タ
ツ
ミ

金
網
の
基
地
内
に
咲
け
る
野
の
花
を
自

由
に
摘
め
ぬ
油
純
の
子
等

三
浦
寿
美
子



（6）

［
間
口
間
口

平
成
2
年
度

職
業
訓
練
生
募
集

福
岡
県
立
面
方
南
等
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
2
年
4
月
か
ら
の
入
校
生
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
訓
練
科
目
∨
機
械
科
2
0
人
、
溶
接
科

如
人
、
構
造
物
鉄
工
科
1
0
人
、
鋳
造
科

5
0
人
、
経
理
事
務
科
5
0
人
●
応
募
資
格

∨
義
務
教
育
を
修
了
し
、
求
職
、
転
職

を
希
望
す
る
人
●
募
集
期
間
∨
平
成
2

年
1
月
1
6
日
～
2
月
1
7
日
●
選
考
∨
平

成
2
年
3
月
1
日
午
前
9
時
0
0
分
か
ら

当
校
で
国
語
、
数
学
の
筆
記
試
験
と
面

接
●
申
込
先
∨
最
寄
り
の
公
共
職
業
安

定
所
●
経
費
・
そ
の
他
∨
▼
授
業
料
は

無
料
▼
期
間
中
に
、
諸
費
用
と
し
て
経

理
事
務
科
1
万
3
千
円
、
そ
の
他
の
科

4
万
円
種
皮
必
要
▼
2
0
歳
未
満
の
人
は

制
服
代
と
し
て
1
万
3
千
円
程
度
必
要

▼
職
業
安
定
所
の
指
示
を
受
け
た
入
校

生
は
、
雇
用
保
険
の
延
長
給
付
と
訓
練

手
当
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
全
国
績
秘
薬
を
契
機
と
す
る
緑
化

運
動
が
4
8
0
万
県
民
総
参
加
の
も
と
で
実

施
さ
れ
る
よ
う
「
大
会
テ
ー
マ
」
を
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
V
県
内
居
住
者
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
●
応
募
方
法
∨
官
製

ハ
ガ
キ
ま
た
は
同
サ
イ
ズ
の
用
紙
1
枚

に
つ
き
1
点
記
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
ま

た
は
学
校
名
、
学
年
を
明
記
の
上
）
●

応
募
締
切
∨
平
成
2
年
2
月
2
8
日
（
水
）

●
作
品
例
∨
「
や
す
ら
ぎ
の
緑
を
未
来

へ
」
●
費
∨
特
選
1
点
、
佳
作
2
点
を

設
け
貸
し
ま
す
●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

先
∨
〒
8
1
2
稿
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
I

l
、
福
岡
県
植
樹
祭
準
備
室
㊨
0
9
2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

お
組
㊧
憧

第
4
3
回
全
国
植
樹
祭

「
大
会
テ
ー
マ
」
の
募
集

福
岡
県
で
は
、
「
緑
豊
か
な
郷
土
福

岡
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
平
成
4

年
に
第
4
3
回
全
国
植
樹
祭
を
朝
倉
郡
夜

須
町
（
夜
須
高
原
）
で
開
催
し
ま
す
。

技
術
講
習
会
の

受
講
者
募
集

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
館
0
9
4
8
（
2
3
）
4
1
5

6
で
は
、
就
業
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
の

婦
人
を
対
象
に
次
の
と
お
り
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
科
目
V
パ
ソ
コ
ン
●
定
員
V
約
人
程

度
●
期
間
∨
平
成
2
年
2
月
1
6
日
～
3

月
1
6
日
ま
で
の
2
1
日
間
（
毎
週
火
～
土

曜
日
）
●
受
繍
時
間
∨
午
前
1
0
時
～
午

後
4
時
ま
で
l
日
5
時
間
●
受
講
料
∨

無
料
、
但
し
教
材
費
受
講
者
負
担
●
会

場
∨
北
九
州
市
勤
労
青
少
年
文
化
セ
ン

タ
ー
（
北
九
州
市
パ
レ
ス
）
●
受
付
期

間
∨
平
成
2
年
1
月
㌶
日
、
鑓
日
の
午

前
9
時
～
1
2
時
、
午
後
1
時
～
5
時
。

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資

平
成
元
年
度
の
第
3
回
個
人
向
け
住

宅
（
新
築
・
購
入
）
融
資
の
募
集
を
平

成
元
年
1
2
月
7
日
か
ら
平
成
2
年
1
月

1
9
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

1
2
月
2
3
日
か
ら
平
成
2
年
1
月
7
日
ま

で
は
受
付
け
を
中
断
し
ま
す
。

低
金
利
（
4
・
5
5
％
、
4
・
9
％
、

5
・
2
％
）
で
通
常
融
資
額
に
加
え
特

別
割
増
（
3
5
0
万
～
柵
万
円
）
融
資
を
ご

利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫
福

岡
支
店
㊨
0
9
2
（
1
2
2
）
5
0
1

1
か
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
と
表

示
さ
れ
た
金
融
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

戦
傷
病
者
等
の
特
別
給
付
金

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
第
6
回

特
別
給
付
金
「
は
」
号
と
第
日
回
特
別

給
付
金
「
は
」
号
の
受
給
権
者
で
、
戦

傷
病
者
が
昭
和
5
0
年
3
月
3
1
日
ま
で
に

死
亡
し
て
い
ろ
場
合
、
妻
に
改
め
て
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

詳
し
く
は
役
場
福
祉
課
福
祉
係
ま
た

は
福
岡
県
民
生
蔀
援
護
課
8
0
9
2

（
6
5
1
）
1
1
1
1
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

②
新
着
図
書
　
（
一
般
）

死
体
は
語
る

上
野
正
彦
書
　
時
事
通
信
社

ガ
ン
回
廊
の
炎柳

田
邦
男
著
　
講
談
社

ラ
ッ
プ
ル
ズ
ホ
テ
ル

村
上
龍
著
　
集
英
社

脳
死
　
　
立
花
隆
著
　
中
央
公
論
社

美
空
ひ
ば
り
　
　
　
朝
日
新
聞
社
編

松
風
の
寮
　
上
、
下

宮
尾
登
美
手
書
　
文
芸
春
秋

最
終
ひ
か
り
の
号
の
女

西
村
京
太
郎
著
　
講
談
社

大
友
宗
鎖
　
御
手
洗
一
両
著

新
人
物
往
来
社

三
浦
綾
子
の
こ
こ
ろ

佐
古
純
一
郎
肴
　
朝
支
社

豊
か
さ
と
は
何
か

睡
峻
淑
子
著
　
岩
波
書
店

新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店

三
ケ
月
で
大
逆
転
中
学
生
の
受
験
勉

強
法
　
　
永
瀬
昭
典
著
　
二
見
書
房

自
己
紹
介
と
あ
い
さ
つ

ち
ょ
っ
と
気
の
き
い
た
や
り
方

福
田
能
書
　
日
本
実
業
出
版

「
明
治
」
と
い
う
国
家

司
馬
遼
太
郎
著
　
日
本
放
送
出
版

死
が
お
待
ち
か
ね

べ
ゴ
ー
二
ヤ
・
ロ
ペ
ス
著

文
芸
春
秋



20歳はなったら

国民年金lこ加入しようo

成人おめでとう！

だれですか、20歳やそこらでカバンだ、年だと

言ってる人は。

平均寿命（男7554歳・女8130歳）く“らいは生

きるとすると、あと50年以上は優に人生があるの

ですから、まさにこれからです。

そして、国民年金も今からスタートです。

20歳になったら、日本国内に住んでいる人は、

全員国民年金に加入します。民間会社や役所に就

職している人は、すでに厚生年金保険や共済組合

に加入していることによって、国民年金の加入書

でもあるので、特に手続きは必要としませんが、

自営業やフリーア

ルバイター、家事

手伝いなどといっ

た人たちは、自分

で加入の手続きを

しなくてはなりま

せん。20歳の誕生

日を迎えたら、印

鑑をもって国民年

金係へ手続きにお

こしください。

（7）

「
水
と
緑
の
森
林
重
合
」
博
と
協
力
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

森
林
を
、
2
1
世
紀
に
向
っ
て
守
り
育
て

て
い
く
た
め
に
、
国
民
と
森
林
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
な
が
ら
、
国
民
一
人
ひ
と

り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
・
可
能
な
方

法
で
、
資
金
・
知
恵
・
労
力
な
ど
を
提

供
し
て
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
（
社
）
国

土
緑
化
推
進
機
構
に
「
水
と
緑
の
森
林

基
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
基
金
は
、
昭
和
6
3
年
か
ら
5
年

間
で
脚
億
円
を
達
成
し
、
そ
の
運
用
益

に
よ
り
、
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
を

進
め
る
普
及
啓
蒙
活
動
の
ほ
か
、
教
育

の
森
、
文
化
の
森
を
利
用
し
た
森
林
と

の
ふ
れ
あ
い
の
増
進
、
森
林
の
も
つ
公

益
的
機
能
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
な
ど

に
援
助
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
募
金
箱
を
役
場
、
住
民
課
窓
口
に
置

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
国
民
参
加
に
よ

る
森
林
づ
く
り
の
必
要
樫
に
深
い
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
こ
の
基
金
に
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

講
習
会
の
ご
案
内

菓
ガ
ス
溶
接
技
能
機
習

●
日
時
V
2
月
蝕
・
2
5
日
の
午
前
9
時

か
ら
午
後
7
時
ま
で
●
定
員
V
1
0
人
●

受
持
料
V
l
千
円
●
申
込
期
間
V
2
月

日
日
ま
で

固
ア
ー
ク
、
半
自
動
、
、
丁
－
c
溶
接

検
定
準
備
（
実
技
）

●
日
時
V
2
月
5
日
～
9
日
の
午
後
5

時
0
0
分
か
ら
8
時
5
0
分
ま
で
●
定
員
V

各
1
0
人
●
愛
鷹
料
∨
各
4
千
四
、
5
千

円
、
8
千
円
●
申
込
期
間
V
l
月
約
日

ま
で

題
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
開
発
援
助

課
（
八
騰
西
区
穴
生
3
丁
目
5
－
1
）

8

0

9

3

（

6

4

1

）

4

9

0

6

網
引
大
会
の
期
日
変
更

の
お
知
ら
せ

と
ぴ
う
め
国
体
記
念
事
業
と
し
て
、

遠
賀
町
綱
引
大
会
を
平
成
2
年
2
月
4

日
（
日
）
に
行
う
よ
う
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
に
期
日
の
変
更

を
い
た
し
ま
す
。

●
大
会
期
日
∨
平
成
2
年
2
月
鮪
日

（
日
）
午
前
9
時
よ
り
●
会
場
∨
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
●
応
募
方
法
な
ど
問

合
せ
先
∨
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
舘

2
9
3
－
・
・
l
2
－
3
4

お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

1
2
月
鎌
田
号
、
1
月
分
行
事
予
定
の

小
・
中
学
絞
始
業
式
の
日
程
は
1
月
8

日
の
誤
り
で
し
た
。
深
く
お
詫
び
と
訂

正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
児
童
図
書

は
し
れ
ム
ン
シ
ー
／
　
福
井
達
雨
著

お
い
し
い
ね
　
お
い
し
い
よ

わ
か
や
ま
け
ん
著
　
童
心
社

ポ
プ
ラ
社
文
庫
　
怪
奇
・
推
理
シ
リ

ーズ
ゴ
キ
ブ
リ
を
調
べ
る
　
古
出
俊
子
善

さ
・
え
・
ら
書
房

こ
ん
と
あ
き
　
林
明
子
著
　
福
音
館

ガ
ラ
ス
の
家
族

キ
ャ
サ
リ
ン
・
パ
タ
ー
ソ
ン
若

僧
成
社

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

開
館
時
同
　
午
前
9
時
0
0
分
～
午
後
6
時

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
・
祝
日

中
央
公
民
館
図
書
館
℡
（
2
9
3
）
1
3
5
6

遠
賀
町
”
女
性
〟
漕
艇
部
員
募
集
中

現
在
、
県
下
に
お
い
て
、
女
性
漕
艇

競
技
者
が
少
な
く
、
当
町
の
漕
艇
競
技

発
展
の
た
め
に
も
メ
ン
バ
ー
を
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
ガ
ッ
ツ
の
あ
る
女
性

の
み
な
さ
ん
、
当
協
会
の
加
入
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
町
内
在
住
の
人
で
過
去
に

運
動
部
に
在
籍
し
て
い
た

女
桂
で
1
8
歳
か
ら
0
0
歳
ま

で
の
人

●
連
絡
先
　
遠
賀
町
漕
艇
協
会
会
長

岩
熊
正
春
宙
郷
4
1
1
4



●　　　●　●　●　●　●　●

料　　内緒対揚時期
参象

金　　容晶吾所同　日

トはたちの献血キャンペーンく

血液は人工的1こはつくれない
献血をすると、あなたの健康状態が分かります。献血された血液は、

肝機能・腎機能などについて検査され、その結果は本人に郵送されてき

ます。このような利点をいかして、はたちからの健康管理を行ってみて

はいかがですか。皆さんから献血していただいた血液は、手術などの輸

血だけに使われているのではありません。血液からはいろいろな有効な

薬がつくられて、多くの人々の命を救っています。しかし人間の血液は

人工的にはつくり出すことができないものです。多くの患者さんを救う

ために、新社会人となった20歳の皆さんのご協力をお願いします。

尋夢素シ夢坐、
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乳
　
児
　
相
談

妊
　
婦
　
相
　
談

1
月
1
6
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
0
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
1
カ
月
～
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

無
料

●
期
　
日
　
1
月
2
2
日
（
月
）

●
時
　
間
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
0
0
分

●
場
　
所
　
役
場
保
健
室

●
持
参
品
　
母
子
手
帳
受
領
の
万
は
、

印
鑑

●
内
　
容
　
新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導

●
料
　
金
　
無
料

●
成
分
献
血
　
●

〝
成
分
献
血
〟
と
い
わ
れ
ろ
献
血
方

法
を
ご
存
じ
で
す
か
。
血
液
の
中
の
必

要
な
成
分
の
み
を
い
た
だ
く
方
法
で
、

献
血
者
に
と
っ
て
は
体
に
負
担
が
少
な

く
て
す
み
、
患
者
さ
ん
に
よ
り
安
全
な

製
剤
を
、
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
る

新
し
い
献
血
方
法
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
た
ん
ば
く
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ

タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
餐
素
を
ど
の
程
度
と
っ
た
ら
よ

い
か
の
目
印
（
指
標
）
と
な
る
も
の
に
、
「
栄
糞

所
要
‥
と
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
栄
餐
所
要
量
が
改
訂
さ
れ
て
、

新
し
く
平
成
二
年
度
か
ら
六
年
蝮
ま
で
の
問
に
、

日
本
人
の
健
康
を
維
持
・
増
進
さ
せ
る
の
に
必
要

な
数
字
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
初
め
て
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
の
目
顔
摂
取
量
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

三
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
い
う
の
か
、
一
日
に
必
要
な

量
で
す
。

摂
取
目
標
は

一
日
三
百
ミ
リ
グ
ラ
ム

こ
の
栄
餐
素
は
、
わ
た
し
た
ち
の

体
内
に
約
二
十
グ
ラ
ム
あ
り
、
主
と

し
て
骨
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
筋
肉
な
ど
の
細
胞
、
酵
素
の
働

さ
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る

と
心
臓
の
病
気
（
心
疾
患
）
が
増
え
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
日
本
人
に
次
第
に
増
え
つ
つ
あ

る
虚
血
性
心
疾
患
の
予
防
に
、
一
定
量
の
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
一
日
の
摂

取
量
が
示
さ
れ
た
の
で
す
。

虚
血
性
の
心
疾
患
は
、
心
臓
を
と
り
ま
く
冠
状

動
脈
の
硬
化
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
と
く
に

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
と
り
方
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
に
比

較
し
て
、
少
な
い
場
合
に
影
響
が
強
く
み
ら
れ
ま

す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
い
と
血
管
を
収
縮
さ
せ
、

血
液
の
流
れ
を
さ
ら
に
悪
く
し
、
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
の
発
作
を
促
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
カ
ル
シ
ウ
ム
に
よ
る

血
管
収
縮
作
用
を
抑
制
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
と
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
摂
取
量
も
増
や
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

豆
類
や
海
藻
類
な
ど
に

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る

で
は
、
実
際
に
わ
た
し
た
ち
は
、
一
日
に
ど
の

く
ら
い
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
と
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
農

村
地
帯
で
一
日
二
百
五
十
か
ら
三
百
ミ
リ
グ
ラ
ム

都
市
部
で
二
百
か
ら
二
百
五
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
な

っ
て
い
て
、
都
市
部
の
人
た
ち
は
、
も
う
少
し
多

不
足
す
る
と

心
廃
寮
が
増
え
る

く
と
る
必
要

が
あ
り
ま
す

と
こ
ろ
で

マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
は
、
ど
ん

な
食
品
に
多

く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
小
豆
・
大
豆

な
ど
の
豆
類
、
ア
ー
モ
ン
ド
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど

の
ナ
ッ
ツ
類
、
海
苔
・
わ
か
め
な
ど
の
海
藻
類
、

そ
れ
に
ほ
う
れ
ん
そ
う
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
に
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

牛
乳
な
ど
で
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
と
っ
て
い
ろ

人
は
、
こ
れ
か
ら
、
こ
う
し
た
食
品
を
食
べ
る
こ

と
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。


